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第 ４7 回教育講演会＆子育てを語る会

時12 月 1４ 日㈯午前９時～ 11 時 30 分場
北小学校ランチルーム内▶０才からはじ
まる子供の権利～人間らしく生きる力の
土台～：岡村由紀子さん（あおぞらキン
ダーガーデン園長）▶人形劇屋ハリケー
ンによる人形劇費無料問子どもを守る
父母と教師の会（静岡教職員組合三島支
部）・伊藤☎ 981・0970

第６回ちびっこ国際教室 
～本を通して世界を旅しよう～

時12 月 15 日㈰午後１時～４時場日本大
学国際関係学部三島校舎内海外経験豊
富な日大生が、様々な本を使って子ど
もたちに本を通して世界を旅する授業
を開講します。費100 円（保険料）対小
学生定先着 80 人申12 月 10 日㈫までに
chibikoku.nichidai@gmail.com に空メー
ル問川口☎ 080・2663・3４55

第 30 回 MOA 美術館三島児童作品展
全作品展示

時12 月 1４ 日㈯、15 日㈰午前 10 時～午
後７時（15 日は午後３時まで）場生涯学
習センター３階多目的ホール、市民ギャ
ラリー内市内の小学生から応募された

「絵画」「書写」の全作品を展示問MOA
美術館三島児童作品展実行委員会事務局

（MOA 美術館内）・高見☎ 0557・8４・2510
日本大学国際関係学部吹奏楽部 

第 29 回定期演奏会
時12 月 15 日㈰開場午後１時 30 分、開
演２時場長泉町文化センター（長泉町下

土狩）内バレエ音楽「眠れる森の美女」「魔
法にかけられて」ほか費無料対どなたで
も問齋藤☎ 070・４10４・2530

伊豆新世紀合唱団第 20 回記念定期演奏会

時12 月 15 日㈰午後２時から場沼津市民
文化センター大ホール費大人 2,000 円、
高校生以下 1,000 円※全席自由問川村☎
090・2571・1726

伊豆中央高校吹奏楽部 
第 30 回冬のコンサート

時12 月 2４ 日㈫開場午後４時 30 分、開
演午後５時場長岡総合会館大ホール（伊
豆の国市古奈 255）内▶指揮：藤田光介
さん▶曲目：アルセナールほか費無料問
伊豆中央高校☎ 9４9・４771

スペイン語勉強会参加者募集

時毎週火曜日午後 7 時～ 9 時（1 月中旬
から）場北小学校地域連携室内スペイン語
の初級から中級レベルまでの⾊々な文を
参加者どうしで協力して読み、CD を手本
に短文会話の練習をする勉強会です。費無
料持教材（前もって指定します）問三島ス
ペイン語同好会・安田☎ 090・99４5・0200

日本の伝統武道に触れよう「杖道」

杖道は杖と木刀による形稽古を行う古武
道です。左右対称の技が多く、身体的に
も優れ、性別、年齢に応じてけいこ量を
調節できる生涯武道。杖道をとおして健
康長寿を目指しませんか。興味を持たれ
た人はご連絡ください。費小・中学生：
月 300 円、高校生：月 500 円、大人：月
1,000 円申・問山形☎ 972・5670

女性を対象とした支援事業に 
応募してみませんか　

「国際ソロプチミスト伊豆天城」は 3 賞
を募集しています①女性のための教育・
訓練賞②大学院女子学生奨学金 120 万円
③大学・専門学校女子学生支援金※給付
金額、対象等詳細はお問い合わせくださ

い。申・問12 月 25 日㈬までに、アワー
ド委員長・梶谷純子☎ 987・6960
講演会「人生 100 年時代をしなやか

に生きるために」
時令和２年 1 月 13 日（月・祝）午後２
時 30 分～４時 30 分場生涯学習センター
３階講義室内イライラ・怒りを笑顔に変
える感情の整え方・癒し方を学ぶ講座講
戸部浩美さん費無料対子育て中の保護者
およびアンガーマネジメントに関心のあ
る人定先着 150 人申講演会申込みフォー
ム http://bit.ly/2oykPca 問三島「親育ち」
を応援する会・広海☎ 090・9906・6582
婚活♡料理とワインのマリアージュ
～これからワインを楽しみたい方へ

時令和２年１月 19 日㈰午前 11 時～午
後 2 時場gawa 三島内素敵な料理とワイ
ンの出会うランチ会で、あなたと未来の
パートナーにもマリアージュをお届けし
たいです。（ワイン初心者向け）※詳細
は「サムオレ」で検索対30 ～ ４9 歳費女
性 3,800 円、男性 5,200 円定男女各 10
人申・問サムシングオレンジ三島・函南
☎ 090・6099・2537

静岡いのちの電話 
令和 2 年度電話相談員募集について
場静岡市内（認定後は三島市内で活動で
きます）内▶基礎研修▶宿泊研修▶イン
ターン研修▶研修期間：令和２年４月か
ら１年６カ月（月３回程度）費▶基礎研
修 2 万円▶宿泊研修 2 万円▶インター
ン研修 1 万円対23 歳～おおむね 65 歳定
20 人申・問令和２年２月３日㈪までに
静岡いのちの電話事務局☎ 05４・272・
４3４４、℻ 05４・255・1817

音訳サークル「アイ・あい」 
①利用者と② PC ボランティア募集

①利用者内ニュース（テープと CD）お
よび図書（CD のみ）貸し出し費無料対
視覚障がい者問社会福祉協議会☎ 972・
3221 ②ボランティア募集内自宅のパソ
コンでテープの CD 化作業ができるボ
ランティアを募集しています。年齢男女
を問いません問淵澤☎ 988・0259

平成 30 年 1 月１日号への掲載の申
込みは、11 月 16 日㈭までに、広報
広 聴 課*kouhou@city.mishima.shiz
uoka.jp、℻ 983・2719

文化

その他

令和２年２月１日号への掲載
の申込みは、12 月 20 日㈮まで
に、広報広聴課
*kouhou@city.mishima.shizu
oka.jp、℻ 983・2719

※ 2０19 年８月から掲載要項・申込
用紙が変更になっています。
確認の上、申込みしてください。

子育て・教育

スポーツ・健康
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今
回
は
錦
田
地
区
の
う
ち
竹
倉

と
、
山
裾
に
残
さ
れ
た
大
き
な
石
碑

を
紹
介
し
ま
す
。

　

竹
倉
は
箱
根
山
西
麓
の
裾
に
位
置

す
る
集
落
で
す
。
も
と
は
谷
田
村
に

含
ま
れ
て
い
ま
し
た
が
、
江
戸
時
代

に
谷
田
村
内
の
五
集
落
、「
谷
田
、

御
門
、
夏
梅
木
、
小
山
、
竹
倉
」
の

う
ち
、
竹
倉
が
独
立
し
て
村
と
な
り

ま
し
た
。
そ
の
た
め
地
理
的
に
は
、

竹
倉
の
周
囲
を
谷
田
が
ぐ
る
っ
と
取

り
囲
ん
で
い
る
よ
う
な
立
地
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

集
落
と
し
て
の
歴
史
は
古
く
、
鎌

倉
時
代
の
嘉
暦
二
年
（
一
三
二
七
）

に
書
か
れ
た
古
文
書
に
「
や
た
の
か

う
の
う
ち
た
き
く
ら
（
谷
田
郷
の
う

ち
竹
倉
）」
と
見
え
ま
す
。
箱
根
山

か
ら
湧
き
出
す
水
に
恵
ま
れ
た
土
地

で
、
稲
作
・
畑
作
を
行
う
農
村
で
あ

っ
た
ほ
か
、
著
名
人
に
も
愛
さ
れ
た

温
泉
が
あ
る
こ
と
で
も
知
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

集
落
の
後
背
に
位
置
す
る
箱
根
山

１月３日㈮から企画展「自然と生きる～水・竹・ワラ・石～」を開催します。
郷土資料館（楽寿園内）☎ 971・8228

No.3７9

地
域
の
歴
史
「
竹
倉
」

は
、
昭
和
の
初
め
頃
ま
で
生
活
に
必

要
な
秣ま

ぐ
さ（
馬
や
牛
の
飼
料
に
す
る

草
）
や
薪ま

き

な
ど
を
採
取
す
る
場
所
で

し
た
。
近
隣
の
村
々
が
共
同
で
利
用

し
、
そ
の
利
用
方
法
の
取
り
決
め
な

ど
も
行
う
、「
入い

り
あ
い
ち

会
地
」
と
し
て
利

用
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
中
で
も

特
に
谷
田
・
竹
倉
周
辺
は
「
谷
田
山
」

と
呼
ば
れ
、
竹
倉
村
は
谷
田
村
、
中

村
と
の
三
ヶ
村
共
同
で
谷
田
山
を
入

会
地
と
し
て
使
用
し
て
い
ま
し
た
。

　

農
村
生
活
に
は
欠
か
せ
な
い
入
会

地
で
す
が
、
明
治
時
代
の
地
租
改
正

に
よ
り
官
有
地
と
な
り
、
生
活
に
必

要
な
秣
や
薪
の
調
達
に
支
障
を
き

た
し
か
ね
な
い
事
態
と
な
り
ま
し

た
。
各
地
で
入
会
地
の
民
有
地
化
請

願
が
起
り
、
前
述
の
三
カ
村
も
谷
田

山
の
民
有
地
化
を
政
府
へ
請
願
し
ま

し
た
。
一
方
同
じ
く
谷
田
山
を
入
会

地
と
し
て
い
た
梅
名
村
ほ
か
十
カ
村

か
ら
も
同
様
の
請
願
が
な
さ
れ
た
た

め
、
そ
の
所
有
権
を
め
ぐ
っ
て
ふ
た

つ
の
入
会
組
が
争
う
裁
判
と
な
り
ま

し
た
。
長
年
の
紛
争
を
経
て
、
明
治

末
年
に
至
り
よ
う
や
く
双
方
の
和
解

が
成
立
し
ま
し
た
。

　

こ
の
紛
争
と
和
解
の
経
緯
を
記
し

た
石
碑
が
、
竹
倉
を
流
れ
る
夏
梅
木

川
の
上
流
に
残
さ
れ
て
い
ま
す
。「
谷

田
山
墾
田
碑
」
と
名
付
け
ら
れ
た
碑

文
は
川
中
の
大
き
な
自
然
石
に
彫
ら

れ
て
お
り
、
屏び

ょ
う
ぶ風

岩
と
呼
ば
れ
て
い

ま
す
。こ
の
屏
風
岩
に
は
ほ
か
に
も
、

第
二
次
大
戦
後
の
昭
和
二
十
六
年
、

谷
田
・
中
・
竹
倉
の
共
有
地
と
し
て

長
ら
く
管
理
さ
れ
て
い
た
土
地
を
個

人
所
有
と
し
、
共
有
地
を
管
理
す
る

組
合
を
解
散
し
た
こ
と
を
記
念
す
る

「
谷
田
山
解
放
記
念
碑
」
も
彫
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

地
域
に
は
、
こ
の
よ
う
に
そ
の
土

地
の
歴
史
や
人
々
の
営
み
を
後
世
に

伝
え
る
石
碑
な
ど
が
多
く
残
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
開
発
に
伴
い
撤
去
さ
れ

て
し
ま
う
例
も
あ
り
ま
す
。
も
し
お

住
ま
い
の
地
域
に
文
字
が
刻
ま
れ
た

石
な
ど
が
あ
っ
た
ら
、
一
度
読
ん
で

み
て
く
だ
さ
い
。
意
外
な
歴
史
が
見

え
て
く
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
僕
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
ピ
ア
ノ
と
エ

レ
ク
ト
ー
ン
の
先
生
を
や
っ
て
い
ま
す
。

小
さ
い
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
教
え
て
い

て
僕
も
習
っ
て
い
ま
す
。
発
表
会
で
は
、

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
も
演
奏
し
て
い
ま
す
。
と

て
も
難
し
い
曲
を
弾
い
て
い
て
、
か
っ
こ

い
い
で
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
、
保
育
園

や
幼
稚
園
、
小
学
校
の
児
童
館
な
ど
に
も

演
奏
し
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　
僕
は
そ
ん
な
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
を
尊
敬
し

て
い
ま
す
。
僕
も
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
よ

う
に
難
し
い
曲
を
弾
け
る
よ
う
に
頑
張
り

た
い
で
す
。
そ
し
て
、
い
つ
ま
で
も
元
気

で
い
て
ほ
し
い
で
す
。

ぼ
く
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

当
番
　
あ
さ
の
　
ら
い
き  

さ
ん

▲屏風のように等幅で並ぶ屏風岩
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